
独立行政法人農林漁業信用基金の役職員の報酬・給与等について

Ⅰ 役員報酬等について

1 役員報酬についての基本方針に関する事項

① 役員報酬の支給水準の設定についての考え方

② 平成26年度における役員報酬についての業績反映のさせ方（業績給の仕組み及び導入実績を含む。）

③ 役員報酬基準の内容及び平成26年度における改定内容

理事長
理  事
監  事

２ 役員の報酬等の支給状況

平成26年度年間報酬等の総額

報酬（給与） 賞与 就任 退任
千円 千円 千円 千円

18,621 12,000 4,956
1,488

177
(特別調整手当）
( 通 勤 手 当 ）

千円 千円 千円 千円

17,132 11,016 4,549
1,365

200
(特別調整手当）
( 通 勤 手 当 ）

千円 千円 千円 千円

16,242 10,416 4,302
1,291

233
(特別調整手当）
( 通 勤 手 当 ）

千円 千円 千円 千円

16,119 10,416 4,302
1,291

110
(特別調整手当）
( 通 勤 手 当 ）

千円 千円 千円 千円

15,191 9,792 4,044        
1,214

140
(特別調整手当）
( 通 勤 手 当 ）

千円 千円 千円 千円

15,348 9,792 4,044        
1,214

298
(特別調整手当）
( 通 勤 手 当 ）

千円 千円 千円 千円

15,391 9,792 4,044        
1,214

341
(特別調整手当）
( 通 勤 手 当 ）

千円 千円 千円 千円

13,131 8,388 3,464        
1,040

239
(特別調整手当）
( 通 勤 手 当 ）

千円 千円 千円 千円

13,048 8,388 3,464
1,040

155
(特別調整手当）
( 通 勤 手 当 ）

注１：「特別調整手当」とは、東京特別区に勤務する役員に支給される手当である。

注２：「前職」欄には、役員の前職の種類別に以下の記号を付している。

注３：千円未満切り捨てのため、支給総額と各内容の合計額が一致しない場合がある。

※

その他（内容）
前職

◇

◇

退職公務員「*」、役員出向者「◇」、独立行政法人等の退職者「※」、退職公務員でその後独立行政法人等の退職者「＊※」、該当がない場合は空欄。

役員報酬は、本俸、特別調整手当、通勤手当及び期末特別手当で構成されている。
月額相当については、当法人役員給与規程に則り、役員毎に決定される本俸月額に特別調整手当（本俸月額に100分

の12.4を乗じて得た額）を加算した額としている。
期末特別手当についても、同規程に則り、本俸及び特別調整手当の月額並びに本俸の月額に100分の25を乗じて得た

額並びに本俸及び特別調整手当の月額に100分の20を乗じて得た額の合計額に、６月に支給する場合においては100分
の147.5、12月に支給する場合においては100分の162.5を乗じて得た額を基礎として、基準日以前６箇月以内の期間にお
けるその者の在職期間に応じた割合を乗じて得た額としている。ただし、期末特別手当の額は、その者の職務実績に応じ
て、増額し、又は減額することができることとしている。

なお、平成26年度では、給与法指定職の改定に準拠した期末特別手当支給率の引き上げ（年間0.15ヶ月分）を実施し
た。

役名

理事長

C理事

G監事

D理事

F理事

就任・退任の状況

◇

B理事

A副理事長

◇

当法人は、農林漁業経営に必要な資金の融通を円滑にして農林漁業の健全な発展に資することを目的とした、農林漁業者の信用力を補完する
保証・保険事業を主要事業として行っており、政策的手段として金融的手法を用いて行う事務・事業（以下、「金融業務」という。）を行う中期目標管
理型の独立行政法人である。

役員報酬水準を検討するにあたっては、他の金融業務を行う中期目標管理型の独立行政法人のほか、国家公務員指定職を参考とした。

※ 国家公務員指定職の年間給与（平成25年８月人事院勧告時）
事務次官 ･･･ 22,652千円
本府省局長  ･･･ 17,244千円

※H監事

当法人においては、平成15年10月の発足時から、期末特別手当の額は、その者の職務実績に応じて、増額し、又は減額することが
できることとしている。

E理事
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３ 役員の報酬水準の妥当性について
【法人の検証結果】

理事長

副理事長

理事

監事

【主務大臣の検証結果】

４ 役員の退職手当の支給状況（平成26年度中に退職手当を支給された退職者の状況）

区分 支給額（総額） 退職年月日 業績勘案率 前職
千円 年 月

該当なし

千円 年 月

該当なし

千円 年 月

該当なし

千円 年 月

該当なし

注：「前職」欄には、退職者の役員時の前職の種類別に以下の記号を付している。

５ 退職手当の水準の妥当性について

【主務大臣の判断理由等】

区分

理事長

副理事長

理事

監事

該当なし

退職公務員「*」、役員出向者「◇」、独立行政法人等の退職者「※」、退職公務員でその後独立行政法人等の退職者「＊※」、該当がない場合は空欄。

副理事長

判断理由

該当なし

理事

法人での在職期間

該当なし

理事長

当該法人の役員の報酬は、総務省公表資料による「独立行政法人における役職員の給与水準（平成２５年度）」を
基に、金融業務を行う中期目標管理型の独立行政法人の役員の平均年間報酬額と比較すると上回っているが、平
成２６年３月まで実施していた給与減額措置を考慮して比較すると同程度の水準となっている。

また、中期目標に定められた業務について、農林水産省独立行政法人評価委員会による平成２５年度の総合評価
結果が「A」評価であったこと等から、農林漁業者の信用力を補完する保証保険業務等を的確に遂行し、当該法人を
総理する長または長を補佐する役員の報酬として妥当な水準であると考える。

該当なし

監事

当法人は、農林漁業の健全な発展に資することを目的として、農林漁業者の信用力を補完する保証保険業務等
行っており、国内関係組織や行政機関との連携を図るなど強いリーダーシップを発揮して、農林漁業政策の一環で
ある法人の業務を適確に遂行するとともに、当法人の組織運営を管理するなどの高いマネジメント能力を有し、独立
行政法人改革等についても的確に対応できる経験と能力を十分に有している者を当法人の理事長として招聘する必
要がある。

当法人の役員の報酬水準は、他の金融業務を行う中期目標管理型の独立行政法人のほか、国家公務員指定職を
参考として比較考慮したうえで決定されている。

当法人の理事長の年間報酬は、総務省公表資料である「独立行政法人における役職員の給与水準（平成25年
度）」の「役員報酬の支給状況」を基に、金融業務を行う中期目標管理型の独立行政法人の長の平均年間報酬を算
出した（平成25年度における平均報酬額は17,772千円）ところ、これを上回っているが、平成26年３月まで実施してい
た給与減額措置を考慮して比較すると同水準となっている。

これらを踏まえると、当法人の理事長の報酬水準は妥当なものと考える。

法人を代表し、理事長を補佐して法人の業務を掌理する当法人の副理事長の報酬水準は、他の金融業務を行う中
期目標管理型の独立行政法人のほか、国家公務員指定職を参考として比較考慮したうえで決定されており、当法人
の副理事長の年間報酬は、総務省公表資料である「独立行政法人における役職員の給与水準（平成25年度）」の
「役員報酬の支給状況」を基に、金融業務を行う中期目標管理型の独立行政法人の副理事長相当の平均年間報酬
を算出した（平成25年度における平均報酬額は16,000千円）ところ、これを上回っているが、平成26年３月まで実施し
ていた給与減額措置を考慮して比較すると同水準であり、その報酬水準は妥当なものと考える。

理事長を補佐して法人の業務の一部を分担掌理し、所掌事務に関して職員を指揮監督する当法人の理事の報酬
水準は、他の金融業務を行う中期目標管理型の独立行政法人のほか、国家公務員指定職を参考として比較考慮し
たうえで決定されており、当法人の理事の平均年間報酬は、総務省公表資料である「独立行政法人における役職員
の給与水準（平成25年度）」の「役員報酬の支給状況」を基に、金融業務を行う中期目標管理型の独立行政法人の
理事の平均年間報酬を算出した（平成25年度における平均報酬額は14,079千円）ところ、これを上回っているが、平
成26年３月まで実施していた給与減額措置を考慮して比較すると同水準であり、その報酬水準は妥当なものと考え
る。

業務の監査を行う当法人の監事の報酬水準は、他の金融業務を行う中期目標管理型の独立行政法人のほか、国
家公務員指定職を参考として比較考慮したうえで決定されており、当法人の監事の平均年間報酬は、総務省公表資
料である「独立行政法人における役職員の給与水準（平成25年度）」の「役員報酬の支給状況」を基に、金融業務を
行う中期目標管理型の独立行政法人の監事の平均年間報酬を算出した（平成25年度における平均報酬額は12,332
千円）ところ、これを上回っているが、平成26年３月まで実施していた給与減額措置を考慮して比較すると同水準であ
り、その報酬水準は妥当なものと考える。
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６ 業績給の仕組み及び導入に関する考え方

Ⅱ 職員給与について

１ 職員給与についての基本方針に関する事項

② 職員の発揮した能率又は職員の勤務成績の給与への反映方法についての考え方（業績給の仕組み及び導入実績を含む）

③ 給与制度の内容及び平成26年度における主な改定内容

２ 職員給与の支給状況

① 職種別支給状況

総額 うち所定内 うち賞与

うち通勤手当
人 歳 千円 千円 千円 千円

81 45.6 8,139 6,032 192 2,107
人 歳 千円 千円 千円 千円

79 45.3 8,020 5,950 194 2,070
人 歳 千円 千円 千円 千円

2

注１：常勤職員については、在外職員、任期付職員及び再任用職員を除く。

注２：常勤職員のうち医療職種、教育職種、研究職種については、該当者がいないため欄を省略した。

注３：総括調整職とは、命を受けて特定の事務（総務部門及び農業部門等に関する事務／林業部門に関する事務）を掌理する職種をさす。

注４：常勤職員の総括調整職については該当者が２名のため、当該個人に関する情報が特定されるおそれがあることから、人数以外は記載していない。

注５：在外職員、任期付職員、再任用職員、非常勤職員については、該当者がいないため表を省略した。

常勤職員

人員

① 職員給与の支給水準の設定等についての考え方

平均年齢区分

当法人においては、平成15年10月の発足時から、期末特別手当の額は、その者の職務実績に応じて、増額し、又は
減額することができることとしており、今後も継続する方針である。

当法人においては、平成15年10月の発足時から、概ね国家公務員の給与体系に準じた給与規程等を制定しており、職員の勤務成
績に応じて、昇給や勤勉手当の決定を行っている。

昇給については、勤務成績に応じ昇給区分(５区分)を決定のうえ昇給させるとともに、勤勉手当（査定分）については、基準日以前６
箇月以内の期間における勤務成績に応じて支給することとしている。

当法人の給与水準については、国家公務員の給与水準を十分考慮し、手当を含めた給与の在り方について検証した上で、対国家
公務員地域・学歴別指数（地域・学歴別法人基準年齢階層ラスパイレス指数）が中期目標期間中(平成25年度から平成29年度)は、毎
年度100を上回らない水準とすることとしている。

当法人職員の給与水準を検討するにあたっては、他の金融業務を行う中期目標管理型の独立行政法人（主たる事務所を首都圏に
置く12法人）のほか、国家公務員の平均給与を参考にした。（平成25年度における国家公務員（行政職俸給表（一））の平均給与月額
は405,463円となっており、全職員の平均給与月額は413,983円となっている。）

平成26年度の年間給与額（平均）

総括調整職

事務・技術

当法人職員給与規程に則り、本俸及び諸手当（扶養手当、一般職職務手当、スタッフ職職務手当、特別都市手当、住居手当、通勤
手当、時間外勤務手当、一般職期末手当、スタッフ職期末手当、一般職勤勉手当及びスタッフ職勤勉手当）としている。

一般職期末手当及びスタッフ職期末手当については、基準額（本俸月額＋扶養手当＋特別都市手当＋管理職加算額＋役職段階
別加算額）に、６月に支給する場合においては100分の122.5（特定幹部職員にあっては100分の102.5）、12月に支給する場合におい
ては100分の137.5（特定幹部職員にあっては100分の117.5）を乗じ、さらに基準日以前６箇月以内の期間におけるその者の在職期間
に応じた割合を乗じて得た額としている。

一般職勤勉手当及びスタッフ職勤勉手当については、基準額（本俸月額＋特別都市手当＋管理職加算額＋役職段階別加算額）
に、勤勉手当支給細則に定める基準に従って定める割合を乗じて得た額としている。

なお、平成26年度では、①本俸月額表のベースアップ（平均で＋0.3％）、②通勤手当のうち、自動車等使用者に係る手当額を使用
距離に応じて引き上げ（引き上げ幅100円～7,100円）、③勤勉手当の支給率について、年間0.15ヶ月分の引き上げを実施した。
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３ 給与水準の妥当性の検証等

○事務・技術職員

・年齢勘案 115.6

・年齢・地域勘案 100.8

・年齢・学歴勘案 112.7

・年齢・地域・学歴勘案 98.9

（参考） 国家公務員（行一）29.6％（平成26年国家公務員給与等実態調査より、支給区分1級地の人員構成比）

（参考） 国家公務員（行一）     53.6%（平成26年国家公務員給与等実態調査より、大学卒の人員構成比）

 信用基金        78.5%（常勤職員数79名中62名）

【支出予算の総額に占める国からの財政支出の割合 1.1％】

（国からの財政支出額 2,468,305千円、支出予算の総額 216,686,299千円：平成26年度予算）

【管理職の割合 30.4％（常勤職員数79名中24名）】

【大卒以上の高学歴者の割合 78.5％（常勤職員数79名中62名）】

【支出総額に占める給与・報酬等支出総額の割合 1.7％】

（支出総額 56,631,262千円 給与・報酬等支出総額 966,060千円：平成26年度決算）

【検証結果】

（法人の検証結果）

 

１．給与水準是正の目標水準

２．具体的な措置

① 特別都市手当（国の地域手当に相当）を抑制

【これまでの抑制状況】

（H18.3.31現在） （H27.4.1現在）

国（東京特別区） 12％ →     18％（＋6％）

信用基金     6％  →      10％（＋4％に抑制）

【管理職割合】

19年度：約4割 → H27.4.1現在30.4％

③ 昇任、昇格の運用改正

 従来と比較して、平成20年4月1日から1～2年程度遅らせることとし、これを継続。

４ モデル給与

○ ２２歳（大卒初任給、独身）

月額 190,000円 年間給与 3,047,000円

○ ３５歳（課長補佐、配偶者・子１人）

月額 373,670円 年間給与 6,105,000円

○ ４５歳（課長補佐、配偶者・子２人）

月額 513,810円 年間給与 8,324,000円

内 容

② 業務体制の見直し、非管理職のスタッフ職の導入などにより、管理職割合を引き下げ、職務手当
（国の管理職手当に相当）の支給額を削減させ、これを維持。

給与水準の妥当性の
検証

給与水準については、対国家公務員地域・学歴別指数が毎年度100を上回らない水準とし、給与水準
の適正化に取り組む（第３期中期目標（２５～２９年度）に明記）。

 国の東京都特別区の地域手当は平成18年度以降5年間で6％引き上げられたが、信用基金は
地域・学歴を勘案した国家公務員との比較指標（法人基準年齢階層ラスパイレス指数）が100を
上回らないよう、4％の引上げに抑制。

職員全員が東京特別区勤務であること及び大卒以上の者の割合が高いため国家公務員より高い
水準であるが、勤務地による諸手当及び大卒以上の者の割合の影響が少ない年齢・地域・学歴勘案
の指数は、国家公務員より低い水準であり、法人の給与は適切な水準にあると考える。

１．職員全員が東京特別区の勤務であるため、国家公務員の場合と同様に物価等も踏まえて、主に民間
賃金が高い地域に在職する職員に支払われる手当（特別都市手当）の支給を受けている。

項 目

講ずる措置

対国家公務員
指数の状況

【累積欠損額 0円（平成26年度決算）】

２．各都道府県に設置されている基金協会が行う農業者等に対する債務保証に対する保険等の業務を
行っており、保険や金融に関する高い専門性が求められることから、高学歴（大卒）の職員の割合が
高い。

国に比べて給与水準
が高くなっている定量
的な理由

当法人が農林漁業政策の一環として行っている農林漁業者の信用力を補完する保証保険業務等に
は、保険や金融に関する高い専門性が求められることから、高学歴（大卒）の職員の割合が高く、各業
務ごとに専門性の高い能力と実績を有する責任者を配置する必要があることから、管理職の割合が高
くなっている。また、職員全員が東京特別区の勤務であり、民間賃金が高い地域に在職する職員に支
払われる手当（特別都市手当）の支給を受けている。

これらの事情により、対国家公務員指数（年齢勘案）は国家公務員より高い水準であるが、対国家公
務員指数（年齢・地域・学歴勘案）は９8.9であり、当法人の給与水準は適切であると考える。

（主務大臣の検証結果）
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５ 業績給の仕組み及び導入に関する考え方

Ⅲ 総人件費について

平成25年度 平成26年度

千円 千円

(A)
千円 千円

(Ｂ)
千円 千円

(Ｃ)
千円 千円

(D)
千円 千円

(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ)

注：中期目標期間（平成25年度～平成29年度）のうち、開始年度から当年度（平成26年度）分までを記載している。

総人件費について参考となる事項

（概要）

Ⅳ その他

   ① 平成24年４月から実施していた給与減額措置について、国に準じて平成26年３月までで終了した。

   ② 賞与（勤勉手当）の支給額について、年間0.15月分引き上げた。

 (2)最広義人件費

     「退職手当支給額」が減少したものの、 「給与、報酬等支給総額」、「非常勤役職員等給与」及び「福利厚生費」が
増加したため、合計で38,084千円（＋3.4％）の増加となった。

1,158,239

給与、報酬等支給総額については、対前年度比＋10.8％、最広義人件費については、対前年度比＋3.4％となった。
主な増減額要因については、次のとおり。

１．給与、報酬等支給総額及び最広義人件費の増減要因

 (1)給与、報酬等支給総額

1,120,156

対国家公務員指数（法人基準年齢階層ラスパイレス指数）作成のための調査対象者数が少ない法人にあっては、人事
交流等による職員分布の変化によって指数が大きく変動する場合があり、経年変化をみる際は留意する必要がある。

２． 「国家公務員の退職手当の支給水準引下げ等について」（平成24年８月７日閣議決定）に基づき、役員については平成25年
１月に、職員については平成25年６月に所要の改正を行った。

・役員 従来の退職手当の額に100分の87の割合を乗じ、引下げを実施

・職員 勤続年数別支給率を国に準じ改正し、引下げを実施

福利厚生費
159,801

27,212

最広義人件費

966,060

146,247

5,167

昇給については、勤務成績に応じ昇給区分(５区分)を決定のうえ昇給させるとともに、勤勉手当（査定分）については、
基準日以前６箇月以内の期間における勤務成績に応じて支給することとしている。

当法人の給与規程等については、人事院勧告を受けた国家公務員給与改定を基礎として改正することとしている。

76,587

25,612

退職手当支給額

非常勤役職員等給与

871,709

区 分

給与、報酬等支給総額
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